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会員総会

深川邸書生部屋 1902（明治35）年

1886（明治19） 東京、深川福住町の渋沢邸に竜門社が創立
 渋沢邸に寄宿していた青年たちが立ち上げた、互いに学び、また栄一に学ぶ勉強会「竜門社」

が財団の始まりとなる

1924（大正13） 財団法人竜門社となる
1931（昭和6） 渋沢栄一逝去　遺言で東京王子飛鳥山の自邸の土地、建物等を竜門社に遺贈
 栄一は、竜門社が自身の想いを継続する活動の拠点となることを願って自邸を遺贈し、これ

を受けて竜門社は栄一の志を新しい時代に伝えていくことを使命とした
1946（昭和21） 財団法人竜門社と財団法人渋沢青淵翁記念会〔1933（昭和8）年設立〕が合同して「渋沢青淵

記念財団竜門社」となる
1949（昭和24） 第二次世界大戦中、一時期政府に寄附していた飛鳥山の旧渋沢邸の返還を受ける
1982（昭和57） 飛鳥山の青淵文庫を主施設として渋沢栄一の事績の紹介を中心とする登録博物館「渋沢史

料館」を開館
1998（平成10） 拡充整備された飛鳥山公園の一角に渋沢史料館本館を新設
2003（平成15） 財団の名称を「財団法人渋沢栄一記念財団」に変更
2010（平成22） 「公益財団法人渋沢栄一記念財団」に移行

財団のあゆみ



1840（天保11）年、現在の埼玉県深谷市の
農家に生まれた渋沢栄一は、家業の藍玉
の製造・販売を手伝い商取引の実践を積
むかたわら、従兄の尾高惇忠より『論語』
など読書を授けられる。

1867（慶応3）年、27歳のとき、将軍徳川慶喜
の弟・昭武に随行してパリ万国博覧会に赴き、
1年半滞在。その間ヨーロッパ各地を見聞し、
実務経験を通して新しい世界に目を開く。

1869（明治2）年から約4年間、民部省・大
蔵省に在籍。特に改正掛の掛長として租
税、土地、銀行等各種制度の確立や社会基
盤の整備に尽力する。

日米実業団相互訪問、日華実業協会・日仏会
館創設、日米人形交換、太平洋会議など、経
済・文化を通して諸外国と交流を深め、平和な
国際社会を願う。

東京養育院をはじめ、600にのぼる社会公共事業に携わる。また、商法講習
所（現・一橋大学）、日本女子大学校（現・日本女子大学）の創立、運営等に積
極的に携わるなど、商業に関する高等教育、女子の高等教育の振興に力を
注ぐ。

渋沢  栄一 1840（天保11）～1931（昭和6）
渋沢栄一は91年の生涯を通じて、実業家として、また社会事業家として、
社会における公益を追求し続けました。栄一は、およそ500社の企業、
600に及ぶ教育、社会福祉、国際交流をはじめとした社会公共事業団体の
設立、運営に大きく貢献しました。江戸末期から明治、大正、昭和初期と、
日本の近代化が進む中でなお根強く残っていた官尊民卑の風潮に反対し、
民間主導の社会の実現をめざした人物です。

かんそんみんぴ

Shibusawa Eiichi

渋沢栄一記念財団は
渋沢栄一の人間性、思想と事績を探求して

今日によみがえらせ
栄一が築こうとした民間主導の公益の追求
平和で徳のある社会の実現を目指します

「道徳経済合一説」
『論語』を人生の拠り所とし
た栄一は、企業を発展させ
国を豊かにするためには道
徳と経済の一致を常に心掛
けねばならないと説き、実
践した。 

大蔵省を退官して後、第一国立銀行の総監
役となる。以降、栄一は生涯に約500社の
企業の設立・育成に貢献したと言われる。
また東京商法会議所をはじめ、経済団体を
組織化するための機関設立につくす。

財団事業の3つの柱

博物館の運営

資料の情報資源化
活用促進

渋沢史料館

実業史研究情報
センター

農民から
幕臣へ

民間外交

教育・社会
福祉事業

実業界・
産業の振興

渋沢栄一という人は不思議な人です。
没後80年を迎えたというのに、その事績や考え方に学ぶべきという声が、
国の内外で大きくなってきています。
それに応えるかのように、栄一が残した土地がこの財団の活動を活発にし、史料館をつくり、
旧渋沢庭園に残された 2棟の大正建築は国の重要文化財に指定されています。
栄一が築こうとした社会の実現をめざすのが、この財団の重要な使命です。
3つの柱を中心とした財団活動を通して、栄一の精神を現代社会に活かしていきます。

理事長メッセージ

理事長　渋沢 雅英

維新政府
の一員に

渋沢栄一研究の推進
知的ネットワークの構築

研究部
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渋沢史料館（登録博物館） 実業史研究情報センター
渋沢栄一の事績と思想、栄一の生きた時代に関する
資料を収集・保存・調査研究・展示し、これに関連する
種々の事業を行っています。栄一の活動・考えをより
深く紹介する企画展をはじめとして、地元（東京・北
区周辺）に根ざしたテーマから、海外にまで視野を

広げたテーマを対象とし、幅広い活動を展開してい
ます。隣接する「旧渋沢庭園」は、渋沢邸跡の一部で、
そこに現存する大正建築「晩香廬（ばんこうろ）」「青
淵文庫（せいえんぶんこ）」（共に国指定重要文化財）
の保存・管理、公開も行っています。

渋沢敬三の提案「青淵翁記念日本実業史博物館」
は、渋沢栄一を社会的歴史的な文脈におく構想で
した。実業史研究情報センターは、現代の情報技
術を使ってこれを実現し、日本の近代史・産業史
の研究支援を行います。渋沢栄一関係資料、社史
や企業史関連資料、近代産業史の錦絵などをデー
タベース化し、インターネットをはじめ種々の媒
体によって広く発信・提供します。国内外のさま
ざまな資料・情報がより活発に活用されるよう、
他機関との協力や支援も積極的に行っています。

事業概要

博物館の運営

事業例

展示事業
●「学生寄宿舎の世界と渋沢栄一 ～埼玉学生誘掖会の誕生～」（2010年10～11月）
●「渋沢栄一とアルベール・カーン ～日仏事業家交流の軌跡～」（2010年3～5月）
●「〈渡米実業団100周年記念〉渋沢栄一、アメリカへ
　 ～100年前の民間経済外交～」（2009年8～9月）
●「日中米の近代化と実業家」（2009年6～7月）

建物公開事業
●国指定重要文化財 晩香廬・青淵文庫内部公開

教育普及事業
●庭園ガイドツアー　渋沢邸のいま・むかし
●青淵文庫で聴くミュージアムコンサート＆レクチャー
●命日記念事業（11月）
●飛鳥山３つの博物館合同イベント（区民まつり参加など）
●企業シミュレーション講座

調査研究事業
●オーラルヒストリー

事業例

『渋沢栄一伝記資料』デジタル化プロジェクト
栄一のみならず実業史・近代日本史の資料の宝庫でもある『渋沢栄
一伝記資料』（1955～1971年刊、全68巻）を、デジタル化する
ことによって内容情報をより活用しやすくします。

社史プロジェクト
インターネットなどを活用し、会社史の利用向上とビジネス・アーカイブ 
ズ振興を通して、実業史研究と企業の社会貢献を支援します。
●社史索引データベース　●社名変遷図　●企業史料ディレクトリ
●メールマガジン「ビジネス・アーカイブズ通信」（BA通信）

実業史錦絵プロジェクト
日本の経済社会の近代化、産業化に関するさまざまな場面を描く
錦絵の情報資源化に取り組んでいます。

資料・情報へのアクセス向上
●ICASBL : 国際文書館評議会企業労働アーカイブズ部会への協力
●ブログ「情報の扉の、そのまた向こう」による情報発信（2008年2月～）
●北米日本研究資料調整協議会への活動支援を通じた国際情報アク
　セスの促進

資料の情報資源化、活用促進

http://www.shibusawa.or.jp

http://ebiki.jp

常設展示室

青淵文庫
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監　事

理事

常務理事

理事長

理事会 評議員会 名誉顧問

渋沢史料館 実業史研究情報センター 研究部総務部

事業概要

渋沢栄一研究の推進、知的ネットワークの構築

事業例 協力機関

●東京大学ヘボン =渋沢記念講座（2008年～）
●「論語とそろばん」セミナー（2010年～）
●日中米シンポジウム「21世紀グローバル社会形成における企業
　家の果たす役割」（2009年）
●平成の渡米実業団派遣（2009年）

●華中師範大学 渋沢栄一研究センター（中国、武漢）
●ミズーリ大学セントルイス校（米国、セントルイス）
●トロント大学（カナダ、トロント）
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほか

共催・後援・協賛事業
事業例

●「渋沢栄一賞」の共催（埼玉県主催）
●「渋沢栄一ベンチャードリーム賞」の後援（埼玉県主催）
●「渋沢・クローデル賞」への協賛（日仏会館等主催）
●このほか、各地で渋沢栄一をテーマにした事業を共催
　（2009年長岡、2010年宇和島、宇都宮等）

『青淵』（月刊誌）
1886（明治19）年の竜門社創立と同時に創刊した機関誌『竜門雑誌』を受け継いで
1949（昭和24）年に創刊し、60年以上続いている歴史ある月刊誌です。財団の活動を伝え、
また各界でご活躍の方や、会員の方々の広い分野にわたる論説、研究、随想等を掲載しています。

維持会員（竜門社会員）のご案内
財団の事業を支援していただく維持会員を募っております。
年会費　個人：5,000 円　団体：一口 10,000 円（会費は寄附金控除の対象となります）

①月刊誌『青淵』を発行・送付
②総会、講演会の開催（年 1回）
③みずほ総合研究所㈱主催講演会の聴講斡旋
④全国各支部の講演会開催等の支援
⑤渋沢史料館入館券進呈
⑥数え年80歳になられた会員に「寿杖」の贈呈（一部費用負担あり）、等（③、⑥は個人会員のみ）

組　織
〒114-0024 東京都北区西ヶ原 2-16-1

総務部：TEL 03-3910-2314  FAX 03-3910-2849
渋沢史料館：TEL 03-3910-0005  FAX 03-5567-7289
ホームページ　http://www.shibusawa.or.jp
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渋沢栄一に関する研究の促進と研究者育成のほ
か、日本の近代化と国際関係において栄一が示し
たリーダーシップとユニークな発想を踏まえて、
国内外における研究事業の実施・支援を行ってい
ます。具体的には栄一に関する共同研究、出版、
栄一研究専門家育成のためのフェローシップ、企

業家精神・企業倫理・国際関係・社会・思想に関
する多様な研究、研究者や実務家などを集めたセ
ミナー、大学における寄附講座などを企画・支援
し、その成果を出版するとともに、知的国際ネッ
トワークを構築しています。

「渋沢栄一に学ぶ」企業家精神再発見事業（2010年、宇都宮）
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公益財団法人

渋沢栄一記念財団
財団概要

〒114-0024　東京都北区西ヶ原2-16-1
●JR京浜東北線  王子駅南口より徒歩約5分 ●東京メトロ南北線  西ヶ原駅より徒歩約7分
●都電荒川線  飛鳥山停留所より徒歩約4分 ●都バス  「王40」「草64」系統 飛鳥山停留所より徒歩約5分
JR王子駅は東京駅から京浜東北線で20分

2011.02.2000

会員総会

深川邸書生部屋 1902（明治35）年

1886（明治19） 東京、深川福住町の渋沢邸に竜門社が創立
 渋沢邸に寄宿していた青年たちが立ち上げた、互いに学び、また栄一に学ぶ勉強会「竜門社」

が財団の始まりとなる

1924（大正13） 財団法人竜門社となる
1931（昭和6） 渋沢栄一逝去　遺言で東京王子飛鳥山の自邸の土地、建物等を竜門社に遺贈
 栄一は、竜門社が自身の想いを継続する活動の拠点となることを願って自邸を遺贈し、これ

を受けて竜門社は栄一の志を新しい時代に伝えていくことを使命とした
1946（昭和21） 財団法人竜門社と財団法人渋沢青淵翁記念会〔1933（昭和8）年設立〕が合同して「渋沢青淵

記念財団竜門社」となる
1949（昭和24） 第二次世界大戦中、一時期政府に寄附していた飛鳥山の旧渋沢邸の返還を受ける
1982（昭和57） 飛鳥山の青淵文庫を主施設として渋沢栄一の事績の紹介を中心とする登録博物館「渋沢史

料館」を開館
1998（平成10） 拡充整備された飛鳥山公園の一角に渋沢史料館本館を新設
2003（平成15） 財団の名称を「財団法人渋沢栄一記念財団」に変更
2010（平成22） 「公益財団法人渋沢栄一記念財団」に移行

財団のあゆみ
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